
点 ：
プローブ と プラ グ イ ン式エレ ク ト ロ

ニ ッ ク イ ンサー ト から成る完全なユ
ニ ッ ト です。

取付けが簡単で、 設置費用が安い
オー ト メ ーシ ョ ンシステムおよび制
御システムに対応 （PLC、 PCS、 PC、
リ レー、 コ ン タ ク ターなど）

動部があ り ません。

磨耗が無 く 、 長寿命
保守が不要

正が簡単です。

プローブを上方向から取付ける場合
はス イ ッ チング点の変更が可能

ロープ型は簡単にロープ長を短 く でき

ます。
様々な リ ミ ッ ト 検知に対応
技術仕様書
TI 362F/08/ja/02.03
FM+SGML 6.0J
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電容量式リミット検知
リキャップ Ｍ ＦＴＣ ５１ /５２ /５３

粒体用のレベルリミットスイッチ

プ リ ケーシ ョ ン
リ キ ャ ッ プ M （FTC 51/52/53） は、 粉
体を貯蔵するサイ ロ内での リ ミ ッ ト 検

• FTC52 （φ 10 ローププローブ）

φ10 mm のロ ッ ド プローブを備えた FTC 
52 （上方向からの取付け） は、 主に上限
に使用されます （上 / 下限用レベル リ
ッ ト ス イ ッ チ）。

イプのセンサが用意されてお り 、 ほ
んどの測定用途に対応でき ます。

TC51 （φ 25 ロ ッ ド プローブ）

 25 mm のロ ッ ド プローブを備えた 
C 51 （横方向または上方向からの取付
） は、 主にきめの細かい粒状の固体ま
は粉末状の固体の上限レベル検知に使
されます。 重量の軽い粉粒体を貯蔵す
小型のサイ ロでは、 下限レベル検知用
し て も使用されます。
品加工業を対象にし ています。

レベル検知に使用されます。 重量の軽い
粉粒体の場合は、 下限レベル検知用 と し
て も使用されます。

• FTC53 （φ16 ローププローブ）

φ 16 mm のロ ッ ド プローブを備えた 
FTC 53 （上方向からの取付け） は、 重量
の重い粉粒体について、 上限レベルおよ
び下限レベル検知用に使用されます。



ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

アプ リ ケーシ ョ ン例 次のよ う な粉粒体が対象と な り ます。
砂 ガ ラ ス骨材
砂利 鋳物砂
石炭 粉砕された鉱石
石こ う アル ミ ニウ ム削 り く ず
セ メ ン ト 穀類
軽石 小麦粉
ド ロマイ ト サ ト ウダイ コ ン粉
カオ リ ン 飼料
および、 同様の粉粒体

注記 :
粉粒体の比誘電率は εr ≥ 2.5 でなければな

り ません。

完全な測定システム ソ リ キ ャ ッ プ M はサイ ロ内での リ ミ ッ ト
検知を目的と し たス イ ッチです。
一体型の計測器は、 次の要素から構成され
ます。
• ソ リ キ ャ ッ プ M （FTC 51/52/53） EC 2xZ

搭載
• 電源

• 制御システム、 ス イ ッチ、 信号伝送器が

接続される
（例えば、 プロセス制御システム、 PLC、
リ レー、 マイ ク ロ コ ン タ ク タ、 ラ ンプ、
サイ レ ンなど）

分離型の計測器は、 次の要素から構成され
ます。
• ソ リ キ ャ ッ プ M （FTC 51/52/53） EC 17/

61Z 搭載
• 分離型の伝送器、 例えば、 キ ャ ビネ ッ ト

に取付ける タ イプの FTC 420N
• 変換器上の制御システム、 ス イ ッチ、 信号

伝送器 （例えば、 プロセス制御システム、
PLC、 リ レー、 マイ ク ロ コ ン タ ク タ、 ラ ン
プ、 サイ レンなど） と接続される

動作 プローブ （ロ ッ ド またはロープ） と サイ ロ
壁は、 コ ンデンサの 2 つの電極を形成し、
この電極間には高周波電圧が発生し ます。
リ ミ ッ ト 値は放電回路の原理を基に決定さ
れます。 プローブが比誘電率 εr = 1 の空気

中に置かれている場合、 放電の時定数は
 τ = R x CA と な り ます。 こ こ で、 R は回路

の抵抗であ り 、 CA はプローブ と サイ ロ壁

で形成される コ ンデンサの静電容量です。
比誘電率の高い粉粒体がプローブ と サイ ロ
の壁の間にでき た電界の空間に入 り 込む
と、 静電容量 CA が増大し、 それに伴っ

て、 時定数 τ が大き く な り ます。

時定数の変化が評価され、 ソ リ キ ャ ッ プ M 
はあ らかじめ設定されている ス イ ッチング
モー ド に応じ て動作し ます。

プローブ と サイ ロ壁の間の空隙が測定物で
埋ま ら ない限 り 、 プローブおよびサイ ロの
壁に測定物が多少付着し て も （例えば、 ね
じ込みボス上に）、 ソ リ キ ャ ッ プ M はほ と
んどその影響を受けません。

➀ ➁

➂

➃

FTC 52/53

FTC 51

測定装置
① プローブヘ ッ ド内のエレ ク ト ロニ ッ ク

イ ンサー ト
② 2 線または 3 線の接続ケーブル
③ 伝送器
④ 一体型の計測器

アプ リ ケーシ ョ ンによ り適切な製品を選択
く ださい。

εr = 1 εr > 1
2



ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

フ ェールセーフ モー ド
（EC 20 Z、 22 Z、 24 Z を
使用し た一体型の計測器）

ソ リ キ ャ ッ プ M には上限 / 下限フ ェール
セーフ切替用の機能が内蔵されています。
このため、 全てのアプ リ ケーシ ョ ンにおい
て、 安全に使用でき ます。

• 上限フ ェールセーフ :

プローブが粉粒体に埋もれている場合や
電源異常が発生し た場合に、 電流回路は
遮断されます。

• 下限フ ェールセーフ :

プローブが粉粒体に埋もれていない場合
や電源異常が発生し た場合に、 電流回路
は遮断されます。

エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 上の赤色 LED 
は、 切替状態を示し ます。

各種エレ ク ト ロニ ッ ク
イ ンサー ト の主な特徴

型式 ： EC 20 Z
AC 2 線接続
21 V ～ 250 V
最大 350 mA

型式 ： EC 22 Z
DC 3 線接続
10 V ～ 55 V
ト ラ ンジス タ回路、
PNP 接続、 最大 350 mA

型式 ： EC 24 Z
リ レー出力
AC 電圧動作

21 V ～ 250 V、 または
DC 電圧動作
20 V ～ 200 V
型式 ： EC 17 Z （PFM）
300 kHz
FTC 520 Z / 521 Z /470 Z / 471 Z 分離型変
換器 と の接続用

型式 ： EC 61 Z （3 線式）
500 kHz
FTC 420N/ 421 / 422 分離型変換器と の接
続用

f

スイ ッ チは、 フ ェール
セーフ切替え と、 測定物
のレベルに応じ て動作し
ます。
                                                                                                                                                                   3
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各種プローブの構造 ソ リキャ ッ プ M FTC 51
ロ ッ ド プローブ、 φ25 mm
絶縁材 PE
プローブ長、 最大 4 m

ソ リキャ ッ プ M FTC 52
ローププローブ、 φ10 mm
絶縁材 PA
プローブ長、 最大 22 m
抗張負荷、 最大 3 t

ソ リキャ ッ プ M FTC 53
ローププローブ、 φ16 mm
絶縁材 PVC、 PA
プローブ長、 最大 22 m
抗張負荷、 最大 6 t

FTC 51 の寸法

FTC 52 の寸法 FTC 53 の寸法
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設置の概要

静電容量式 ソ リキャ ッ プ M FTC 
51/52/53 レベルリ ミ ッ ト スイ ッ チ
の設置に関する一般的な事例および
注意点

FTC 52 / FTC 53

FTC 51

FTC 51

500 mm

500 mm

500 mm

80 C

60 C

200 mm

サイ ロへの投入
サイ ロへの投入の際は、 測定物の流れを
プローブに向けないよ う にし ます。

測定物の流れの角度
測定ポイ ン ト またはプローブ長を決定す
る際は、 測定物の流れる角度または排出
口に注意し ます。

プローブ間の距離
サイ ロ内に複数のプローブを取付ける場
合は、 相互干渉を防ぐために、 プローブ
間の距離を 0.5 m 以上確保する必要があ
り ます。

取付け用のねじ込み式ソケ ッ ト
ソ リ キ ャ ッ プ M を取付ける際には、 で
き る限 り 長さ が短いねじ込み式ソ ケ ッ ト
を使用し ます。
ねじ込み式ソ ケ ッ ト の長さ が長い と、 結
露が発生し た り 、 測定物が付着し て、 プ
ローブの正しい動作を妨害する恐れがあ
り ます。

断熱
サイ ロの温度が高い場合 :
ハウジングの最大許容温度を超えないよ
う に、 サイ ロの外壁と ハウジングを断熱
し ます。
こ の断熱処理は、 ねじ込み式ボスの近 く
での結露の発生を防ぎ、 結果的に付着物
を抑制し、 誤動作発生の危険性を少な く
する こ と ができ ます。

屋外での設置
ア ク セサ リ と し て用意されている日よけ
カバーを使用する こ と で、 過度の温度上
昇から、 または、 大き な温度変化によ っ
てハウジング内に生じ る結露から、 アル
ミ ニウ ムハウジングを保護する こ と がで
き ます。

屋内での設置
容易に操作可能な電源ス イ ッチを取付け
て く ださい。 電源ス イ ッチ と は、 遮断器
と し て使用する ものです。
  5
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設置方法
ソ リキャ ッ プ M FTC 51

正しい設置方法 間違った設置方法

a）上限レベル検知 ：
短いねじ込み式ソ ケ ッ ト （理想的な長さ
は 25 mm = 標準長の半分の長さ）

b）サイ ロ壁上の軽度の付着 ：
ねじ込み式ソ ケ ッ ト をサイ ロ内に溶接
し、 付着物を落ちやす く するためプロー
ブの先端を若干下向きに設置し ます。

c） ソ リ キ ャ ッ プ M FTC 51 を下限レベル検
知に使用する場合には、 上部から多量の
粉粒体の崩落を防ぐため、 また、 測定物
の投入カーテンによ って ロ ッ ド プローブ
に大き な外力がかかるのを防ぐために保
護カバーを実装し ます。

d）ねじ込み式のソ ケ ッ ト が長すぎます。
測定物がソ ケ ッ ト 内部に付着し、 これが
原因でエラーが発生する場合があ り ます。

e） サイ ロの壁に測定物が高 く 付着し、 それ
によ って誤動作が発生する可能性があ り
ます。 問題は、 ローププローブ付の
FTC 52 または FTC 53 をサイ ロの上側
から取付ける こ と で解決でき ます。

f） 測定物が溜ま って動かない領域に取付け
る と、 計測器がサイ ロの 「空」 の状態を
認識でき ない場合があ り ます。 FTC 52 
または FTC 53 を推奨し ます。

この取付け例では、 対電極と し てのスチールプ

レー ト を使用し ています。 断熱材は、 結露と ス

チールプレー ト への測定物の付着を防ぎます。

プラ スチ ッ ク の壁を持つサイ ロに設置する場合

は、 サイ ロの外壁に対極と し てシー ト メ タルプ

レー ト （鉄板） を取付ける必要があ り ます。

このプレー ト は正方形でも円でもかまいません。

サイ ロの壁が薄 く 、 比誘電率が小さい場合、

シー ト メ タルプレー ト の寸法は正方形の と きは

一辺 0.5 m、 円の と きは φ0.5 m と し ます。

サイ ロの壁が厚 く 、 比誘電率が大きい場合、

シー ト メ タルプレー ト の寸法は正方形の と きは

一辺 0.7 m、 円の と きは φ0.7 m と し ます。

規定の最小距離は、 千鳥式にずら し て取付ける

こ と によ り 確保でき ます。

金属壁サイ ロの場合

360

a) d)

b) e)

c)
f)

200

200

コ ン ク リー ト 壁サイ ロの場合

プラスチ ッ ク壁サイ ロの場合

短距離間検知の場合

 300

300

HF

500 mm
300 mm300 mm
6
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プローブ長

上記の長さは、 フ ラ ンジまたはねじ接続の
シール部から レベル検知までの長さに、 最
低限どれだけの長さ を追加する必要があ る
かを示し た ものです。
プローブ長の許容範囲については、
14 ページを参照し て く ださい。

プローブが測定物に埋もれている場合 と、
埋もれていない場合の静電容量の差が 
10 pF 以上であ る こ と が重要です。
測定対象物の比誘電率が不明な場合は、 当
社までお問い合わせ く ださい。

測定物の種別 / 比誘電率 εr

* 追加長
（測定物に埋まる部分）

導電性あ り 10 mm

導電性な し

εr > 10 100 mm

εr = 5 ～ 10 200 mm

εr = 2 ～ 5 500 mm

*

 7
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設置方法
ソ リキャ ッ プ M FTC 52 および 
FTC 53

正しい設置方法 間違った設置方法

a） サイ ロの壁、 測定物の投入カーテン、 測
定物の排出部と の適切な距離測定対象物
の比誘電率が小さ い場合は、 ス イ ッチン
グの信頼性を高めるために、 プローブを
壁にかな り 近づけて設置し ます （空気充
填システムでは適用されない）。
空気充填システムの場合は、 プローブが
揺れ動いて壁に接触する可能性があ るの
で、 プローブを壁に近づけ過ぎないよ う
にし ます。

b）FTC 52/53 は結露の発生およびサイ ロ
ルーフにおける測定物の付着を防ぎます。

c）取付け位置が入口に近すぎ る と、 流入す
る測定対象物によ ってプローブが損傷を
受ける恐れがあ り ます。
排出部の中央近 く に設置する と、 こ の部
分は引張力が強いため、 プローブが損傷
し た り 、 サイ ロルーフに過度の外力がか
かる場合があ り ます。

d）ねじ込み式ソ ケ ッ ト が長すぎます。
ソ ケ ッ ト 内部が結露、 又は粉塵が侵入し、
誤動作の原因と なる場合があ り ます。

e） サイ ロの壁に近づきすぎています。
プローブが緩やかに揺れ動いただけで、
壁に当たった り 、 サイ ロ壁に付着し た測
定物と接触する可能性があ り ます。
誤動作の原因と な り ます。

サイ ロルーフ
サイ ロルーフに十分な強度があ る こ と を確
認し て く ださい !
特に測定対象物が付着しやすい粉末状の重
い固体である場合、 測定物の排出部では引
張力が非常に大き く な り 、 最大で 100,000 N
（10 t） に達する こ と があ り ます。

粗粒子状の測定物
FTC 52 または FTC 53 を上限レベル検知に
使用する場合は、 測定物が粗い粒子状の材
料である場合に限 り ます。

プローブ間の距離
プローブ間の距離は、 相互干渉が発生し な
いよ う 、 0.5 m 以上に保つ必要があ り ます。
この基準は、 非導電性の壁を持つサイ ロ内
に取付け られた隣 り 合 う すべての ソ リ
キ ャ ッ プ M にも適用されます。

金属壁サイ ロの場合
プローブ と壁の間隔は、 サイ ロ
の直径の約 10 % ～ 25 % です。

 4 t

c)a) b) d)

e)

      D
 0.2 m
8
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結露の発生および測定対象物の付着によ る
影響を最小限に抑え るために、 25 mm 長の
ねじ込み式ソ ケ ッ ト をサイ ロ内に突き出る
よ う に取付ける必要があ り ます。

断熱材は、 結露の発生およびスチールプ
レー ト への測定物の付着を防止し ます。

推奨 ：
不感帯付きの FTC 52/53 を使用し ます。

プラ スチッ ク製のサイ ロに設置する際は、
対極を、 外壁にウ ェ イ ト と同じ高さの位置
に取付ける必要があ り ます。
対極の辺の長さは、 ウ ェ イ ト からサイ ロの
壁までの距離 と ほぼ同じにし ます。

コ ン ク リー ト 壁サイ ロの
場合

不感帯は、 結露および、
プローブのアクテ ィ ブ部分と
サイ ロルーフ間に付着し た
測定物の影響を排除し ます。

プラスチ ッ ク壁サイ ロの
場合

1 m²

HF 

1 m
9
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* LB （埋没長） ：

比誘電率が低い非伝導性の測定物の場合
は、 ローププローブの長さ を、 容器のルー
フから ス イ ッチポイ ン ト までの距離よ り も
約 5% （最小で 250 mm） 長 く する必要があ
り ます。 非常に長いプローブを使用し た下
限レベル検知において適切な LB を選択で

き ない場合には、 ア ク セサ リ と し て、 「バ

タ フ ラ イ ウ ェ イ ト 」 を備えた特殊バージ ョ
ンを準備し てお り ます。 バタ フ ラ イ ウ ェ イ
ト によ って表面積を広げる と、 プローブが
測定物に埋没し た と き静電容量の十分な容
量変化が と れます。 通常は、 LB は 250 mm 

で十分です。

配線接続の概要 負荷リ ミ ッ ト 値
ソ リ キ ャ ッ プ M に接続する負荷の リ ミ ッ
ト 値を守って く ださい。 許容負荷を超え る
と、 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト （また
は、 EC 24 Z では リ レーの接点） が破損す
る恐れがあ り ます。

ヒ ューズ
細線 ヒ ューズの定格は、 必ず、 接続する最
大負荷に対応させて く ださい。
細線 ヒ ューズは、 ソ リ キ ャ ッ プ M FTC の
エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト を保護し ま
せん。

ケーブルの直径
使用される電流は小さいので、 直径の小さ
なケーブルで十分です。

直径 0.5 mm2 ～ 1.5 mm2 の低コ ス ト のケー
ブルを推奨し ます。

接地 （アース）
干渉を防ぎ信頼性の高い動作を保証するに
は、 ソ リ キ ャ ッ プ M を接地する必要があ
り ます。
接地は、 ソ リ キ ャ ッ プ M を、 接地済みの
サイ ロ （金属製の壁を持つサイ ロ または補
強し たコ ン ク リ ー ト の壁を持つサイ ロ） に
接続するか、 アース導体 PE に接続し ます。
対極がプラ スチ ッ ク製のサイ ロに取付け ら
れている場合は、 その対極と ソ リ キ ャ ッ プ 
M と の間を短絡接地接続する必要があ り
ます。

防爆
等電位面 （アース結合） の作成については
特に、 認定の中で指定されている現地の規
制および取 り 扱いに関するすべての指示に
従って く ださい。

ケーブルグラ ン ド
ハウ ジング IP66 ： ケーブル直径 5 ～ 9 mm 
用のネオプレ ンシールを備えた PA 内の
ケーブルグ ラ ン ド

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト

端子接続 ： 最大 2.5 mm2 

測定周波数 ：
短いプローブの場合は約 750 kHz、
最大で 4 m、
長いプローブの場合は約 450 kHz に切替
可能

初期容量 ： 約 400 pF （調整可能）

遅延 ： 約 0.5 秒

上限 / 下限フ ェールセーフ ス イ ッチ ：
ロータ リ ース イ ッチで選択可能

ス イ ッチング指示 ： 赤色 LED

プローブ長の違

25
0

m
m

L B
20

0
m

m

L LL

*
L B
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

EC 20 Z の接続 （AC 2 線）

ソ リキャ ッ プ M と EC 20 Z エレ ク
ト ロニ ッ ク イ ンサー ト との接続
U1-2∼: EC 20 Z の端子 1 と端子

2 の間の電圧で 21 V ～ 250 V
R: 接続負荷 （外部）、 例 ： リ

レー
F: 細線ヒ ューズ、 負荷依存
M: サイ ロ、 または対極への接地

接続
E: 接地
UR: 負荷 R と細線ヒ ューズとの間

の電圧降下

負荷 と の直列接続
エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト  EC 20 Z を搭
載した ソ リ キャ ップ M は、 すべてのス イ ッ
チと同様に、 負荷 （例えば、 リ レー、 マイ
ク ロ コ ン タ ク タ、 ラ ンプなど） と直列に接
続し、 その負荷を介して電源に接続する必
要があ り ます。

接続電圧
エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の端子 1 と端
子 2 の間の端子間電圧は 21 V 以上が必要
です。 電源電圧は、 接続し た負荷における
電圧降下を補正するために、 電圧降下分だ
け標準よ り 高 く 設定する必要があ り ます。

負荷のカ ッ ト オフ
レベルア ラームによ って ソ リ キ ャ ッ プ M 
のエレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト 内の電子ス
イ ッチが 「カ ッ ト オフ」 されて も、 直列に
接続されている負荷は電源 と は完全に切 り
離されません。 電子装置の電流条件によ
り 、 外部負荷には依然 と し て小さ な 「残留
電流」 が流れます。
非常に小さ な保持電流を有する リ レーが負
荷であ る と き、 リ レーの電源が切断されな
い場合があ り ます。 このよ う な場合は、 リ
レーに並列に負荷 （抵抗や信号ラ ンプな
ど） を接続し て く ださい。

電源 U∼ ：

21 V ～ 250 V、 50/60 Hz

接続負荷、
瞬時 ： （最大 40 ms） ： 最大 1.5 A、
最大 375 VA （250 V の場合）、
最大 36 VA （24 V の場合）

最大電圧降下 ： 11 V

接続負荷、
連続 : 最大 350 mA、
最大 87 VA （250 V の場合）
最大 8.4 VA （24 V の場合）

250 V における最小負荷電流 :
10 mA （2.5 VA）

24 V における最小負荷電流 :
20 mA （0.5 VA）

残留電流 （eff.） ： < 5 mA

EC 20 Z

UR

R

L1 N E

M

PE

F

1 2

U ~1-2

U~: 21 V + UR
250 V
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

EC 22 Z の接続 （DC 3 線）

ソ リキャ ッ プ M と EC 22 Z エレ ク
ト ロニ ッ ク イ ンサー ト との接続
PNP 接続
F ： 細線ヒ ューズ、

負荷依存
R ： 接続負荷、 例 ： PLC、 PCS、

リ レー
M ： サイ ロ、 または対極への接地

接続
E ： 接地

負荷用の ト ラ ンジス タ回路
端子 3 に接続された負荷は、 ト ラ ンジス タ
（接点がない） によ ってス イ ッチング され
ます。 し たがって、 リ レーのよ う な接点の
跳ね返 り は発生し ません。

通常のス イ ッチングの場合、 端末 3 の信号
は、 正 （+） の信号です。

ト ラ ンジス タは、 レベルア ラーム または電
源異常が発生する と ブロ ッ ク されます。

ピーク電圧からの保護
イ ンダ ク タ ン ス （誘導） 係数の大き な器具
に接続する と き :

電圧 リ ミ ッ タ を接続すべきです。
電源 U =: 10 V ～ 55 V

重畳 AC 電圧 U∼ ： 最大 5 V

電流消費 ： 最大 15 mA

負荷接続 ： オープン コ レ ク タ ;

PNP （EC 22 Z）

ス イ ッチング電圧 ： 最大 55 V

接続される負荷、
瞬時 ： （最大 1 秒） ： 最大 1 A

接続される負荷、
連続 ： 最大 350 mA

逆極性防止

EC 24 Z の接続 （リ レー）

ソ リキャ ッ プ M と エレ ク ト ロニ ッ
ク イ ンサー ト  EC 24 Z との接続
リ レー出力
F1 ：細線ヒ ューズ

200 mA、 セ ミ タ イムラグを推奨
F2 ：細線ヒ ューズ、 リ レーの接点を

保護、 負荷依存
M ： サイ ロ、 または対極への接地

接続
E ： 接地

負荷用の リ レー接点
負荷は、 電位差のない リ レー接点 （切替接
点） によ って接続されます。 レベルア ラー
ム または電源異常の発生時には、 リ レー接
点によ り 、 端子 3 と端子 4 の間の接続が切
り 離されます。

ピーク電圧および回路短絡からの保護
リ レーの接点は、 イ ンダ ク タ ン ス （誘導）
係数の大き な器具にスパークバ リ アを接続
する こ と で保護でき ます。 細線 ヒ ューズ
（負荷依存） を使用すれば、 回路の短絡が
発生し た と きに リ レーの接点を保護でき
ます。

電源 U = ： 20 V ～ 200 V または
電源 U∼ ： 21 V ～ 250 V、 50/60 Hz

電流消費 （eff.） ： 最大 5 mA

ピーク時突入電流 ：
最大 200 mA、 最大 5 ms

パルス電流 ： 最大 50 mA、 最大 5 ms

パルス周波数 ： 約 1.5 秒

出力 ： 電位差な しの切替接点

接点負荷容量 ：
U∼ 最大 250 V、 I∼ 最大 4 A,

P∼ 最大 1000 VA （cos ϕ  = 1） または

P∼ 最大 500 VA、 cos ϕ 0.7

U = 最大 100 V、 I = 最大 4 A、
P = 最大 200 W

動作寿命 ： 105 ス イ ッ チング以上
（最大接点負荷で）

追加のス イ ッチング遅延 ： 最大 1.5 秒

(+)

EC 22 Z

R

L+ L PE E

M
F

1 2 3

U=: 10 V 55 V

EC 24 Z

(PE)rua+

L1 N

E

M
F2F1

1 2 43 5

U~

U=

U~: 21 V 250 V

U=: 20 V 200 V
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

EC 17 Z の接続 通常、 白色エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  
EC 17 Z は、 プローブヘッ ド に取付け られ、
し っか り とねじ止めし ます。
取付けの前に、 端子 6 と プローブヘッ ド ハ
ウ ジングを接続し て接地し ます。
端子 3 ～ 5 へのブ リ ッ ジ と し て、 正しいも
のを選択する こ と が重要です。
ブ リ ッ ジ 4-5 は標準的なブ リ ッ ジであ り 、
Nivotester FTC 470 Z、 FTC 471 Z、 FTC 
520 Z、 FTC 521 Z、 Silometer FMC 671 Z、
FMC 676 Z、 Prolevel FMC 661 と接続する
場合に選択し ます。
プローブが、 付着しやすい伝導性の測定物
を計測する場合は、 ブ リ ッ ジ 3-4 を選択す
る必要があ り ます。

Nivotester、 Silometer または Prolevel を ワ
イヤで と めるための 2 線ス ク リ ーン取付け
ケーブルを使用し ます。 ス ク リ ーンを両端
で接地し ます。 これが不可能であ る場合
は、 一端のセンサーハウ ジングにス ク リ ー
ンを接地し ます。
防爆規制に準拠し て く ださい。
湿気がプローブヘッ ド ハウ ジングに侵入す
るのを防ぐために、 ハウ ジング蓋 と ケーブ
ル口をねじでし っか り と留めます。
精度を可能な限 り 上げるために、 エレ ク ト
ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の交換後は再度校正を
行います。

EC 61 Z の接続 3 線計測用ケーブル （ワ イヤ当た り 最大
25 W の電力消費） によ って EC 61 Z と  
Nivotester を接続し ます。 強い電磁界の中
を配線する場合は、 ス ク リ ーンケーブル
（できれば、 よ り 線の） を使用し ます。 ス
ク リ ーンを一端でのみ接地し ます。 エレ ク
ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト の端子 6 でプローブ
を接地し ます。

Nivotester、 Silometer 
または Prolevel との接続

1 2 3 4 5 6

EC 17 Z

7 8

z4 z2

91 92

d4 d2

+

Silometer FMC 671 Z, FMC 676 Z

Prolevel FMC 661

Nivotester FTC 470 Z, FTC 471 Z

Nivotester FTC 520 Z, FTC 521 Z

 4-5 FTC 470 Z
FTC 471 Z FMC 671 Z FMC 676 Z
FMC 661 

 3-4 

Nivotester との接続

+15 V

1 2 3 4 5 6

EC 61 Z
1 2 3 4 5 6

13 12 1110 9 8 7

3 12 V

1-2 

FTC 420N/421
2 

FTC 422

Nivotester
FTC 420N/421
FTC 422
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

調整および校正 校正作業と し て、 ソ リ キ ャ ッ プ M を、 プ
ローブ と サイ ロの壁によ って形成される コ
ンデンサの静電容量値に調整する必要があ
り ます。
また、 特定用途に必要なフ ェールセーフ
モー ド を選択でき ます。

空のサイ ロで校正を行 う 場合は、 エレ ク ト
ロニ ッ ク イ ンサー ト の操作が少な く て済み
ます。

技術仕様 動作条件

*1 ロープ : スチール

*2 ロープ : SUS 316 相当材 （1.4401）

プローブ

プロセス接続
平行ねじ ：
G 1 1/2 A acc. to DIN ISO 228/I

材質 :
スチールまたは SUS 316Ti 相当材 （1.4571）

プローブ長の許容範囲 ：
プローブ長 許容範囲
1 m まで +0 mm ～ - 5 mm
3 m まで +0 mm ～ -10 mm
6 m まで +0 mm ～ -20 mm
22 m まで +0 mm ～ -30 mm

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト
の操作部

 LED

ソ リキャ ッ プ M FTC 51 FTC 52 FTC 53

サイ ロ内における動作温度

EC 20 Z/22 Z/24 Z を装備し た

一体型の計測器具

-20 ～ +70°C -20 ～ +80°C -20 ～ + 60°C

EC 17 Z/61 Z を装備し た

分離型の計測器具

-20 ～ +80°C -20 ～ +120°C -20 ～ + 120°C

動作温度に対する動作圧力 Pe 最大 10 bar/60°C、

最大 5 bar/80°C
圧力な し 圧力な し

プローブの最大許容負荷 30 Nm （横方向）
30 kN （垂直方向） *1 60 kN （垂直方向） *1

20 kN （垂直方向） *2 40 kN （垂直方向） *2

測定物の最小比誘電率 Er ≥ 2.5

ハウジングの周囲温度 -20 ～ +60°C

保管温度 -40 ～ +85°C

ソ リキャ ッ プ M FTC 51 FTC 52 FTC 53

材質 　 ロ ッ ド又は、

ロープ

スチール又は、 SUS 316Ti

相当材 （1.4571）

スチール又は、 SUS 

316 相当材 （1.4401）

スチール又は、 SUS 

316 相当材 （1.4401）

プローブの直径

（絶縁材な し）
18 mm 8 mm 12 mm

絶縁材

完全絶縁 PE PA
PVC、

EC 2xZ

PA、

EC 17/61Z

部分絶縁
PE、

EC 17/61Z

POM、

EC 2xZ

ポ リ オレ フ ィ ン ポ リ オレ フ ィ ン

粉粒体との電気接続 完全絶縁又は、 部分絶縁 スチールロープはウ ェ イ ト に接続
14



ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

オーダーコー ド一覧
ソ リキャ ッ プ M FTC 51

ソ リキャ ッ プ M FTC 51 
は基本モジュールを
使用し て設計し ます。

認定
A 非防爆
D ATEX 1/3 D
E ATEX 1/2 D
Y 特殊

プロセス接続、 材質
G1 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 スチール
G2 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y9 特殊

不感帯部 L3、 100 ～ 2000 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）
A 不感帯部な し

ロ ッ ド材質と断熱体
A ロ ッ ド ： スチール
B ロ ッ ド ： SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y 特殊

部分絶縁 L2

（価格は 100 mm 単位で設定）
1 完全絶縁
5 100 mm L2、 部分絶縁
9 特殊

プローブ長 L、 200 ～ 4000 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）
1 mm L
2 350 mm L
9 特殊

ハウジング （Form E）
C アル ミ ニウム電線口 NPT 1/2" IP66
D アル ミ ニウム電線口 G 1/2 A IP66
E アル ミ ニウム電線口 M20x1.5 IP66
L ポリ エステル電線口 NPT 1/2" IP66
M ポリ エステル電線口 G 1/2 A IP66
O ポリ エステル電線口 M20x1.5 IP66
Y 特殊

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト
A エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 61/17Z）
B EC 61 Z ： 3 線式
C EC 17 Z ： PFM
0 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 2xZ）
1 EC 20 Z ： 2 線式 19 ～ 250 V AC 
2 EC 22 Z ： PNP 10 ～ 55 V DC 
4 EC 24 Z ： リ レー 19 ～ 250 V AC / 200 V DC 
Y 特殊

  FTC 51  オーダーコー ド

25

35
0 

m
m

EC 2xZ 

25

18

25

95

84

80

L

60 AF

G 1 A

EC 17/61Z 

18

84

80

L
=

20
0

m
m

40
00

m
m

L2
10

0
m

m

25

60 AF

G 1 A

EC 2xZ 

14
0

15



ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

オーダーコー ド 一覧
ソ リキャ ッ プ M FTC 52

認定
A 非防爆
D ATEX 1/3 D
E ATEX 1/2 D
Y 特殊

プロセス接続、 材質
G1 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 スチール
G2 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y9 特殊

不感帯部 L3、 100 ～ 2000 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）
A 不感帯部な し
B mm L3 不感帯部、 スチール
C mm L3 不感帯部 SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y 特殊

ロープ、 ウ ェ イ ト 材質 （価格は 1000 mm 単位で設定）

C ロープ ： スチール、 ウ ェ イ ト ： 鋳鉄

D ロープ ： SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）、 ウ ェ イ ト ： SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y 特殊

部分絶縁 L2、 250 ～ 500 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）

1 完全絶縁

2 mm L2、 部分絶縁
3 500 mm L2、 部分絶縁
Y 特殊

プローブ長 L、 500 ～ 22000 mm

（価格は 1000 mm 単位で設定）

1 mmL

2 2500 mm L、 全長
3 6000 mm L、 全長
9 特殊

ハウジング （Form E）
C アル ミ ニウム電線口 NPT 1/2" IP66
D アル ミ ニウム電線口 G 1/2 A IP66
E アル ミ ニウム電線口 M20x1.5 IP66
L ポリ エステル電線口 NPT 1/2" IP66
M ポ リ エステル電線口 G 1/2 A IP66
O ポリ エステル電線口 M20x1.5 IP66
Y 特殊

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト
A エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 61/17Z）
B EC 61 Z ： 3 線式
C EC 17 Z ： PFM
0 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 2xZ）
1 EC 20 Z ： 2 線式 19 ～ 250 V AC 
2 EC 22 Z ： PNP 10 ～ 55 V DC 
4 EC 24 Z ： リ レー 19 ～ 250 V AC / 200 V DC 
Y 特殊

  FTC 52  オーダーコー ド
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

0

EC 2xZ 
ソ リキャ ッ プ M FTC 52 
は、 基本モジュールを
使用し て設計し ます。
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

オーダーコー ド 一覧
ソ リキャ ッ プ M FTC 53

認定
A 非防爆
D ATEX 1/3 D
E ATEX 1/2 D
Y 特殊

プロセス接続、 材質
G1 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 スチール
G2 ねじ込み接続 G 1 1/2 A、 SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y9 特殊

不感帯部 L3、 100 ～ 2000 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）
A 不感帯部な し
B mm L3 不感帯部、 スチール
C mm L3 不感帯部 SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y 特殊

ロープ、 ウ ェ イ ト 材質 （価格は 1000 mm 単位で設定）

E ロープ ： スチール、 ウ ェ イ ト ： 鋳鉄

G ロープ ： SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）、 ウ ェ イ ト ： SUS 316 Ti 相当材 （1.4571）
Y 特殊

部分断熱体 L2、 250 ～ 500 mm

（価格は 100 mm 単位で設定）

1 完全絶縁ロープ

2 mm L2、 部分絶縁
3 500 mm L2、 部分絶縁
Y 特殊

プローブ長 L、 500 ～ 22000 mm

（価格は 1000 mm 単位で設定）

1 mmL

2 2500 mm L、 全長
3 6000 mm L、 全長
9 特殊

ハウジング （Form E）
C アル ミ ニウム電線口 NPT 1/2" IP66
D アル ミ ニウム電線口 G 1/2 A IP66
E アル ミ ニウム電線口 M20x1.5 IP66
L ポリ エステル電線口 NPT 1/2" IP66
M ポ リ エステル電線口 G 1/2 A IP66
O ポリ エステル電線口 M20x1.5 IP66
Y 特殊

エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト
A エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 61/17Z）
B EC 61 Z ： 3 線式
C EC 17 Z ： PFM
0 エレ ク ト ロニ ッ ク イ ンサー ト な し （EC 2xZ）
1 EC 20 Z ： 2 線式 19 ～ 250 V AC 
2 EC 22 Z ： PNP 10 ～ 55 V DC 
4 EC 24 Z ： リ レー 19 ～ 250 V AC / 200 V DC 
Y 特殊

  FTC 53  オーダーコー ド
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

EC 2xZ 

PVC

ソ リキャ ッ プ M FTC 53 
は、 基本モジュールを
使用し て設計し ます。
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ソ リキャ ッ プ M FTC 51/52/53

■ 本 社
〒 180- 0006
武蔵野市中町 3- 4- 22
Tel. 0422(54) 0611 Fax. 0422(55) 3152
■ 仙 台 営 業 所
〒 980- 0011
仙台市青葉区上杉 2- 5- 12 今野ビル
Tel. 022(265) 2262 Fax. 022(265) 8678
■ 新 潟 営 業 所
〒 950- 0951
新潟市鳥屋野 3- 14- 13 マルモビル
Tel. 025(285) 0611 Fax. 025(284) 0611

■ 千 葉 営 業 所
〒 290- 0054
市原市五井中央東 1- 15- 24 斉藤ビル
Tel. 0436(23)4601 Fax. 0436(21)9364
■ 東 京 営 業 所
〒 180- 0006
武蔵野市中町 3- 4- 22
Tel. 0422(55)0611 Fax. 0422(55)3152
■ 横 浜 営 業 所
〒 221- 0045
横浜市神奈川区神奈川2- 8- 8 第1川島ビル
Tel. 045(441)5701 Fax. 045(441)5702

■ 名 古 屋 営 業 所
〒 463- 0088
名古屋市守山区鳥神町 88
Tel. 052(795)0221 Fax. 052(795)0440
■ 大 阪 営 業 所
〒 564- 0042
吹田市穂波町 26- 4
Tel. 06(6389)2511 Fax. 06(6389) 8182
■ 水 島 営 業 所
〒 712- 8061
倉敷市神田 1- 5- 22 旭ビル
Tel. 086(445)0611 Fax. 086(448)1464

■ 徳 山 営 業 所
〒 746- 0028
新南陽市港町 1- 48 三戸ビル
Tel. 0834(64)0611 Fax. 0834(64)1755
■ 小 倉 営 業 所
〒 802- 0971
北九州市小倉南区守恒本町 3- 7- 6
Tel. 093(963)2822 Fax. 093(963)2832

10.02/ 広報宣伝

アクセサリ • ねじ G 1 1/2 A 用のシール ：

エラ ス ト マ / フ ァ イバー （アスベス ト
な し）

• バタ フ ラ イ ウ ェ イ ト

FTC 52 または FTC 53 用
材質 ： スチール
重量 ： 約 3.2 kg

• 日よ けカバー

アル ミ ニウ ムハウ ジング用
材質 : ポ リ ア ミ ド

補足ド キュ メ ン ト Nivocompact FTC 431
デ ィ ス ク プローブを使用 ;
プローブがサイ ロ内に突き出し ては
な ら ないアプ リ ケーシ ョ ンの場合。
サイ ロ横取 り 付け。
技術仕様書 TI 136F
Minicap FTC 260 または FTC 262
測定物のかな り の付着が予想される
アプ リ ケーシ ョ ンの場合。

技術仕様書 TI 287F
Safety instructions （ATEX）

4 0 II 1/2 D bzw. II 1 D, EEx ia IIC
XA 094F/00/a3
Safety instructions （ATEX）

4 0 II 1/3 D, [EEx ia] IIB
XA 137F/00/a3

オーダーの際に必要な
詳細情報

オーダーコード
FTC 51/52/53 のプローブ長
特殊仕様の有無
ア ク セサ リ （日よけカバーなど）
不感帯部長さ
絶縁部分の長さ

21
0

25
0

180

バタ フ ラ イウ ェ イ ト の寸法
（アクセサリ）
このウ ェ イ ト を使用する と、
ローププローブでの静電容量
変化が大き く とれます。

92

77

13
2

日よけカバーの寸法
（アクセサリ）
このカバーはハウジング内で
の結露の発生を防止し ます。
T 362F/08/ja/02.03
STAR/FM+SGML 6.0J

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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